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　構成要素 (c) は、構成要素 6のうち過大支払に相当するものであるが、SFAS第１４１号
のような過小支払は、IASBによる２００２年公開草案および IFAS第3号では取り上げられ



































































































































　(a)　因果関係を探ること (association of cause and effect)
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